
3月議会定例会

一 般 質 問一 般 質 問
市政に対する質問・提言
３月議会定例会では、９人の議員が一般
質問を行いました。各議員の質問と理事
者の答弁の概要は次のとおりです。

県
の
重
点
政
策
で
あ
る
観
光
事

業
の
拡
大
に
対
す
る
土
岐
市
の
取

り
組
み
は

観
光
拡
大
事
業
、
郷
土
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
す
県
民
運
動
を
、
焼

き
物
文
化
を
初
め
と
し
た
地
域
情

報
を
内
外
に
発
信
す
る
機
会
と
位

置
づ
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

土
岐
市
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て

新
た
な
美
濃
焼
商
品
群
の
開
発

を
目
標
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
展
開
。
織

部
ヒ
ル
ズ
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
高

強
度
磁
器
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
設
置
に

つ
い
て

地
域
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
歴

史
や
文
化
、
産
業
な
ど
の
背
景
を

考
慮
し
、
十
分
な
協
議
を
重
ね
今

後
取
り
組
む
課
題
と
考
え
る
。

国
に
よ
る
妊
産
婦
健
診
費
用
の

助
成
拡
充
に
市
の
対
応
は

平
成
十
九
年
度
は
従
来
ど
お
り

実
施
し
、
二
十
年
度
以
降
に
つ
い

て
県
医
師
会
や
関
係
機
関
と
協

議
、
検
討
し
て
い
く
。

妊
産
婦
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
マ
ー
ク
の
作
成
の
お
考
え
は

平
成
十
九
年
か
ら
妊
婦
の
皆
さ

ん
が
周
囲
に
わ
か
り
易
い
よ
う
に

バ
ッ
グ
や
衣
服
に
つ
け
る
も
の
を

配
布
し
、
広
報
等
で
マ
ー
ク
の
普

及
･
啓
発
に
努
め
た
い
。

多
治
見
市
高
田
鉱
山
に
お
け
る

大
規
模
開
発
で
土
岐
市
域
へ
の

「
境
界
損
壊
」「
市
有
地
侵
害
」
が

あ
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
つ
も
り

か
。
土
岐
市
の
権
利
を
不
当
に
侵

害
さ
れ
た
こ
と
は
断
じ
て
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
早
急
に
土
地
の
原

形
復
旧
と
赤
道
の
修
復
を
求
め
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
通
報
を
受
け
多

治
見
市
と
と
も
に
現
地
の
測
量
を

行
い
、
泉
町
久
尻
の
市
有
地
へ
の

境
界
侵
犯
を
確
認
し
た
。
早
速
高

田
陶
磁
器
工
業
組
合
に
原
形
復
旧

を
強
く
申
し
入
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
法
的
処
置
も
考
え
て
い
る
と

伝
え
た
。
今
後
は
多
治
見
市
や
県

農
林
事
務
所
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

シ
ネ
コ
ン
と
温
浴
施
設
の
募
集

が
か
け
ら
れ
、
四
月
に
は
締
結
に

至
り
た
い
、
と
の
市
長
答
弁
で
市

民
の
期
待
は
一
気
に
ふ
く
ら
み
、

実
現
を
心
待
ち
に
す
る
声
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
。
出
来
る
の
は
い

っ
た
い
い
つ
な
の
か
？

（
企
画
部
長
）
都
市
再
生
機
構

か
ら
「
応
募
が
予
定
さ
れ
て
い
た

事
業
者
の
諸
事
情
で
、
公
募
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
先
延
ば
し
に
な
る
」

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
現
在
機
構

と
事
業
者
の
間
で
調
整
中
で
あ

り
、
市
と
し
て
は
調
整
を
見
守
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｅ
街
区

で
想
定
し
て
い
る
機
能
や
具
体
的

内
容
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

「
日
本
共
産
党
の
提
案
に
も
と

づ
く
質
問
」
①
妊
産
婦
、
乳
幼
児

の
命
と
健
康
②
医
師
の
抜
本
増
員

③
勤
務
医
の
安
心
し
て
働
け
る
環

境
整
備
④
地
域
医
療
の
立
直
し
⑤

不
足
地
域
・
診
療
科
へ
の
医
師
派

遣
な
ど
の
提
案
に
つ
い
て
ど
う

か
？（

病
院
長
）
政
策
と
し
て
は
妥

当
だ
が
、
実
現
の
可
能
性
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
問
題
は
診
療

答 答 答 問 問 問 

問 問 答 問 答 

問 答 答 

問 答 
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◆
観
光
事
業
施
策
及
び
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て

◆
妊
産
婦
無
料
健
診
の
回
数
の
拡
大

に
つ
い
て

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
の
作
成
に

つ
い
て

井
由
美
子

◆
高
田
鉱
山
の
不
法
開
発
で
土
岐
市

域
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
事
件
に
つ

い
て

◆
プ
ラ
ズ
マ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
の

映
画
館
（
シ
ネ
コ
ン
）
構
想
に
つ

い
て

金
津
　
　
保

◆
総
合
病
院
を
中
心
と
し
た
「
地
域

医
療
」
を
ど
う
守
る
か日

比
野
と
み
は
る

▲がけ現場
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科
も
勤
務
先
も
医
師
の
選
択
権
に

任
さ
れ
て
お
り
強
制
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
。

国
の
政
策
改
悪
で
の
元
で
現
場

で
の
混
乱
を
招
ね
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

（
病
院
長
）
受
診
抑
制
は
窓
口

負
担
が
実
質
五
割
も
ふ
え
た
こ
と

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
療
養
病

床
削
減
計
画
な
ど
厚
労
省
政
策
の

一
環
で
あ
り
在
宅
療
養
が
ふ
え
、

患
者
家
族
の
負
担
が
非
常
に
増
悪

し
、
老
人
夫
婦
に
お
い
て
は
共
倒

れ
の
危
険
性
を
予
測
し
て
い
る
。

ま
た
資
格
証
明
書
に
よ
る
受
診

例
も
あ
る
。
別
に
未
集
金
は
一
年

前
に
急
激
に
増
え
て
い
る
。

今
年
度
の
赤
字
見
込
み
が
三
億

〜
四
億
円
、
診
療
科
縮
小
な
ど
市

民
不
安
ど
う
こ
た
え
る
か
。
総
合

病
院
と
し
て
の
将
来
展
望
は
？

答
（
病
院
長
）
赤
字
は
減
価
償

却
分
が
ま
か
な
え
な
い
状
況
。
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
一
通
過
点
と
し

発
展
さ
せ
る
。
病
診
連
携
の
さ
ら

な
る
強
化
な
ど
支
援
病
院
を
目
指

す
。

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る

陶
彫
展
の
作
品
は
、
土
岐
市
が
誇

り
得
る
、
す
ば
ら
し
い
作
品
の

数
々
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
朝
一
夕
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
多
年
に
わ
た
っ
て
全
国
の
陶

彫
家
が
、
心
血
を
く
だ
い
た
作
品

で
あ
る
事
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
、
一
面
で

は
土
岐
市
の
宝
で
あ
る
と
も
思
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
陶
彫
の
数
は
、
土
岐

市
に
何
体
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
又
そ
の
所
有
権
な
ど
は
、

い
か
が
な
っ
て
お
り
ま
す
か
？

街
起
こ
し
に
陶
彫
を
前
面
に
、

市
の
活
性
化
を
考
え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か
？

（
教
育
長
）
陶
彫
展
で
九
四
点
、

ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展
で
五
十
点
、
計

一
四
四
点
の
作
品
が
あ
り
、
そ
の

所
有
権
は
す
べ
て
土
岐
市
に
あ
り

ま
す
。

（
市
長
）
土
岐
市
の
陶
彫
展
は

作
品
が
そ
の
市
に
残
っ
て
い
る
事

で
あ
り
、
最
近
陶
彫
家
の
間
で
は
、

土
岐
市
の
日
本
現
代
陶
彫
展
に
入

賞
し
た
と
か
、
入
選
し
た
と
か
、

な
ど
、
経
歴
の
箔
付
け
に
も
な
っ

て
い
る
様
で
す
。

街
角
に
詩
情
が
あ
ふ
れ
文
化
豊

か
な
土
岐
市
を
め
ざ
し
て
来
ら
れ

た
事
は
、
市
民
の
方
々
の
理
解
の

お
か
げ
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。定

率
減
税
の
廃
止
や
税
源
移
譲

で
庶
民
大
増
税
と
な
る
が
、
市
税

収
入
や
交
付
税
収
入
へ
の
影
響
は

基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
今

後
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
歳
入

の
確
保
の
た
め
、
今
後
は
差
し
押

さ
え
や
給
水
停
止
等
も
検
討

放
課
後
教
室
と
学
童
保
育
の
一

本
化
や
給
食
費
の
滞
納
と
就
学
助

成
制
度
の
申
請
状
況
は

「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」

と
し
て
、
県
で
は
中
学
校
区
に
一

つ
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
。
国
の
「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
」
の
補
助
対
象
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
る
見
込
み
。
給
食
費

未
納
で
「
法
的
措
置
」
も
視
野
に

入
れ
た
対
策
を
。
就
学
助
成
制
度

は
、
十
五
年
度
九
十
一
件
の
申
請

で
七
十
九
件
認
定
、
十
六
年
度
九

十
九
件
の
申
請
で
九
十
一
件
認

定
、
十
七
年
度
九
十
九
件
の
申
請

で
八
十
五
件
認
定
。
民
生
委
員
の

状
況
調
査
は
必
要
と
。

大
企
業
呼
び
込
み
の
た
め
に
、

税
金
を
負
け
て
や
っ
た
、
補
助
金

を
ば
ら
ま
く
と
い
っ
た
「
逆
立
ち

政
治
」
を
や
め
る
べ
き
で
は

優
良
な
他
産
業
を
誘
致
し
て
複

合
型
の
産
業
を
目
指
す
。
企
業
立

地
を
促
進
さ
せ
、
雇
用
の
拡
大
、

市
税
の
増
収
に
も
。
土
岐
ア
ク
ア

シ
ル
ヴ
ァ
の
開
発
面
積
は
一
〇

一．

四
ha
、
平
地
面
積
は
約
四
〇

ha
、
十
一
区
画
の
工
業
用
地
を
造

成
。
工
事
は
十
九
年
度
中
の
着
工

予
定
、
工
期
は
約
一
年
間
。

土
岐
市
曽
木
町
で
基
準
の
二
・

六
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
出
の
記

事
・
六
年
前
の
一
般
質
問
の
答
弁

と
違
う
の
で
は
な
い
か
、
市
と
県

の
今
後
の
対
応
は
、
市
内
に
産
廃

の
最
終
処
分
場
は
何
カ
所
あ
る
の

か
。（

経
済
環
境
部
長
）
前
か
ら
の

一
般
質
問
を
全
部
熟
読
し
ま
し

た
。
県
と
話
を
進
め
ま
し
た
ら
、

当
時
土
壌
検
査
と
く
く
っ
て
あ
る

の
が
焼
却
灰
を
中
心
に
検
査
し
た

の
を
発
表
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
以
上
詳
し
い
事
は
言
え
ま
せ

ん
の
で
。
県
と
土
岐
市
で
曽
木
町

土
壌
汚
染
緊
急
対
策
会
議
を
開
催

し
て
、
掘
削
調
査
、
地
下
水
・
河

川
水
調
査
を
実
施
し
、
行
為
者
に

シ
ー
ト
を
か
け
る
よ
う
指
導
し
実

答 答 問 問 

答 

答 

問 

問 

問 問 答 答 

問 答 

◆
陶
彫
展
の
作
品
に
つ
い
て

森
　
　
信
行

答 
◆
税
源
移
譲
と
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て

◆
子
育
て
支
援
の
実
態
と
問
題
点
に

つ
い
て

◆
企
業
誘
致
へ
の
期
待
と
不
安
に
つ

い
て

お
ぜ
き
祥
子

◆
土
岐
市
曽
木
で
基
準
の
二
・
六
倍
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
出
、
今
頃
な
ぜ

◆
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
オ
ー

プ
ン
一
周
年
間
近

◆
独
居
老
人
と
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン

は
や
み
ず
栄
二
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施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内

に
ミ
ニ
処
分
場
は
五
カ
所
あ
り
ま

す
。毎

月
、
県
と
同
行
し
て
不
適
正

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。バ

ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
オ

ー
プ
ン
一
周
年
間
近
・
い
ろ
い
ろ

な
不
具
合
が
出
て
き
て
い
る
が
総

合
監
理
、
設
計
の
丹
羽
設
計
と
の

保
証
期
間
と
今
後
の
対
応
は
。

（
市
民
部
長
）
機
械
の
故
障
、

調
整
や
操
作
上
の
問
題
な
ど
が
あ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

が
順
次
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
保

証
期
間
は
二
年
間
で
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
続
け
て
。

市
内
各
所
に
広
が
っ
て
行
く
よ

う
考
え
て
お
り
ま
す
。

土
岐
市
に
お
い
て
、
公
的
資
金

の
金
利
五
％
以
上
の
借
入
れ
は
使

途
別
に
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

一
般
会
計
で
四
億
九
千
七
百
万

円
、
下
水
道
で
三
十
七
億
一
千
万

円
、
水
道
で
八
億
五
千
九
百
万
円
、

病
院
事
業
で
二
十
二
億
二
千
百
万

円
で
合
計
七
十
二
億
八
千
七
百
万

円
で
す
。

保
証
金
な
し
の
繰
上
げ
償
還
を

考
え
て
い
る
か
。

厳
し
い
条
件
が
あ
る
が
、
実
施

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

繰
上
げ
償
還
し
た
場
合
ど
の
ぐ

ら
い
利
子
負
担
が
少
な
く
な
る

か
。合

計
で
約
二
十
二
億
八
千
八
百

万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

給
食
費
の
未
納
実
態
は
。

平
成
十
九
年
一
月
末
現
在
、

〇
・
九
％
の
滞
納
で
五
百
二
十
五

万
二
千
円
の
未
納
が
あ
り
徴
収
困

難
な
も
の
が
、
百
五
万
円
ほ
ど
あ

り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
実
施

す
る
の
か
。

保
護
者
・
市
民
に
周
知
を
図
る

督
促
状
を
送
付
す
る
。
法
的
措
置

を
検
討
す
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
は

不
可
分
で
あ
る
。

広
報
と
き
の
配
布
部
数
は
。

自
治
会
を
通
し
て
、
一
万
七
千

四
百
部
で
す
。

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
に
広
報
と
き

を
置
い
た
ら
ど
う
か
。

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
長
二
十
四
年
間
の
思
い
！

信
条
に
よ
る
市
政
を
し
て
き

た
。土

岐
市
で
は
他
市
に
先
駆
け
資

源
回
収
方
式
に
よ
る
ゴ
ミ
の
減
量

化
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
市
環
境
課
か
ら
市

内
で
昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
、
資
源
回

収
の
空
き
缶
が
盗
ま
れ
る
被
害
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、

私
も
資
源
回
収
日
の
深
夜
、
集
積

場
所
で
空
き
缶
の
盗
難
現
場
の
監

視
張
り
込
み
を
実
行
し
、
空
き
缶

を
盗
も
う
と
し
た
男
た
ち
を
見
つ

け
多
治
見
署
に
通
報
。
警
察
官
が

男
た
ち
を
探
し
出
し
、
無
事
に
資

源
物
の
空
き
缶
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
心
の
こ

も
っ
た
資
源
物
の
持
去
り
行
為
に

対
す
る
市
の
今
後
の
対
応
と
対
策

に
つ
い
て
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

資
源
物
の
持
去
り
が
市
内
に
お

い
て
多
く
発
生
す
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
有
効
な
対
策
を

検
討
し
て
お
り
、
本
年
一
月
か
ら

深
夜
ま
た
早
朝
に
、
職
員
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
集
積
場
所
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
随
時
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
警
察
署
と

協
議
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
集
積
場

所
に
資
源
物
の
所
有
権
を
表
示
す

る
必
要
が
指
摘
さ
れ
、
所
有
権
を

集
積
場
所
に
表
示
す
る
検
討
を
し

た
い
。
ま
た
、
持
去
り
が
深
夜
や

早
朝
に
行
わ
れ
る
と
推
測
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
に
資
源
物
は
資
源
回

収
日
の
朝
に
出
し
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
を
し
て
行
き
た
い
。

現
在
土
岐
市
で
も
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
が
と
ら
れ
て
い
る
が
そ

の
後
に
つ
い
て
有
効
な
手
立
て
は

と
ら
れ
て
い
る
か
。
市
内
小
中
学

校
で
十
二
学
級
以
上
あ
る
所
に
配

置
さ
れ
て
い
る
司
書
教
諭
に
よ
る

読
書
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
効
果
は
上
が
っ
て
い
る

か
。先

進
自
治
体
で
は
専
任
司
書
を

置
い
た
と
こ
ろ
、
図
書
館
利
用
が

格
段
に
ふ
え
た
と
い
う
が
土
岐
市

は
ど
う
か
。

き
め
細
か
な
学
校
支
援
事
業
に

よ
る
非
常
勤
講
師
の
中
か
ら
専
任

司
書
の
配
置
は
む
ず
か
し
い
が
、

県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
引
き
続

き
専
任
司
書
教
諭
の
配
置
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
す
。

病
児
、
病
後
児
保
育
は
教
育
問

答 答 答 答 答 

答 答 問 問 問 

問 問 

問 

問 問 問 問 答 問 

問 問 

答 

答 答 

◆
少
子
化
対
策
の
な
か

図
書
館
司
書
の
専
属
配
置
と

病
児
・
病
後
児
保
育
対
策
を
と
れ

布
施
　
素
子

◆
各
地
で
金
属
製
品
の
盗
難
が
相
次

い
で
い
る
な
か
、
土
岐
市
の
資
源

回
収
の
空
き
缶
も
持
ち
去
ら
れ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市
の
今
後

の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
。

小
栗
　
恒
雄

◆
公
的
資
金
の
繰
上
げ
償
還
に
つ
い

て
◆
学
校
給
食
費
未
納
に
つ
い
て

◆
広
報
と
き
の
配
布
に
つ
い
て

◆
市
長
二
十
四
年
間
の
回
顧

塚
本
し
ゅ
ん
一

▲資源物持去り現場

答 


